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世界とのコミュニケーションツールとしての舞踊  

 

身体言語は、人間の行うコミュニケーションのなかでいちばん、本能に近いものです。私たちは生ま

れたときから、手足を動かすことができます。言葉を話す前からもう踊っている。このように、「はじめ

てつかう言語」とでもいうべきものから踊りは生まれるのですね。 

 

踊る理由は人それぞれですが、私の場合は、小さいころ、祖母がこんなことを言いました。「おひさ

まに感謝するために踊るの。あたたかく、明るく照らしてくれてありがとうって踊るの」と。 

 

畑にみのりが多ければ、踊って大地への感謝と喜びをしめし、だれかを好きになったときは、孔雀

が羽を広げるように、人は踊って相手の気をひき、だれかが病にたおれたときも、踊ってその病魔を

払おうとする……。 

 

こんなふうに、私は小さなころから、踊りと生活あるいは人生、命が密接に結びついた世界で生きて

きました。私たち人間にとって、踊ることは昔からずっと、この世界のあらゆるものと対話をするため

の手段となっています。私の故郷では、「足があるのに踊らなければこの世に生まれた意味がない

（有脚不会跳、白来世上走）」という言葉があります。踊りと自然あるいは人生は結びついています。

自然と等しいもの、人生と等しいもの、これこそが真の踊りだと私は思っています。 

 

私たちの生きる世界にはいろんな人がいますね。家族の血を継ぐために生まれた人、楽しむため

に生まれた人、体験するために生まれた人……。私は命を見つめるために、この世界にやってきま

した。咲いてはしぼむ花、空に漂う雲、水のしずくができるさま……。 

 

こんなふうに、私の作品は自然や命からインスピレーションを受けています。月明かり、羽を広げた

孔雀、蝶々の羽化、水面をかすめて飛ぶとんぼ、くねくね進む芋虫、ありの行列……。 



 

もうどれくらい前になるでしょう。お客さまの前で、私の初めての振付作品『孔雀の精霊（原題：雀之

灵）』を踊りました。孔雀は実在の動物で、その姿が伝説の不死鳥に似ていることから、東洋では龍

とならんで神聖視され、美の象徴となっています。この作品を踊るうちに、孔雀の心が見えてきまし

た。 

 

踊るという文化は、人類にとって途方もなくおおきなもので、そこにはおのずと踊るひとそれぞれの

持つ文化、属性が溶け込んでいて、私たちは自然や命、人生、身の回りの生きとし生けるものから

踊りの本質を引き出しています。私の民族にも、豊かな舞踊文化があります。私はこの文化がとても

好きで、受け継いでいます。私が踊ることで、この文化は精神面から人々の心と体に栄養を与え、

世界と交流をするためのツールとなっているのです。私は故郷で生まれた伝統的で独創的な踊り

の数々を『雲南映象』『クラナゾ〜チベットの謎〜（原題：藏謎）』『平潭
ピ ン タ ン

映象』など、さまざまな作品に

取り込んでいます。故郷の地で生まれ、祖先が残してくれた遺産を、私たちは努力して守り、世界

に発信しなければいけません。私が舞台で踊ると、この伝統的な舞踊の持つ美しさと文化的意義を

伝えることができます。私は何十年もダンサーとして探究を続け、国外からもオファーをいただき、

『覇王別姫〜十面埋伏』、『春の祭典』といった実験的な作品を製作しました。 

 

私の作品は、故郷の自然や私自身の個人的な経験、深遠な東洋文明からインスピレーションを受

けたものです。東洋の文明は、世界の文明のなかで欠かすことのできないもので、多様性や豊か

さ、霊感に満ちています。 

 

「自然から学ぶ（師法自然）」という発想や「天と人がひとつである（天人合一）」という考え方は、東

洋の哲学であり、東洋の知恵であり、東洋の美学であり、私の芸術の中核をなすものです。人間と

して、私たちは自然を畏れ敬い、自然から、大地から、山から、空から学ぶべきだと、私は思いま

す。 

 

ダンサーや振付家はもっと、この世界のよろこびや悲しみを聴き、何百万年ものあいだ、自然や命

あるもの、世界とともに交わした対話を完成させるために踊りを使うべきです。 

 



今日、インターナショナル・ダンス・デイという日に、私は世界に踊りを届けるだけではなく、ぜひ

世界中のダンサーをおまねきしたいのです。世界中の、踊りを愛する人と、踊りを通じて自分の心を

伝えたい人と一緒に、天と地へ、畏敬の想いを踊りを通じて伝えたいと思います。 

 

命あるかぎり、踊りは続く。 
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